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HITAC8150小形コンピュータ

アプリケーションの動向
Trends of Applications of the SmallSca■e Computer=HITAC8150”

HITAC8150は,日立製作所が裾野の広い,小形機界のニーズに答えることを第

一の目標として開発したシステムである｡

本稿は･この目標を達成するための開発方針,更にそれを実現するための具体策

につし､て述べ･次いで,そのアプリケーションの実例として,流通業,製造業,金

融業それぞれについて代表例を挙げ説明した｡更に今後の動向について論及し,ユー

ザ】のニ【ズに答えることを目標とした本システムの利用動向について論じた｡

n 緒 言

HITAC8150システムの受注実績は,昭和47年4月に発表

以来,ユーザーの絶大な支援によって好評塞に推移し,現在

までに700台にも達しようとしている｡更に引き続き多数の引

合を得て,HITACシリーズ中のベストセラーとなっている｡

本稿は,まずユーザーのアブ■jケーションに適応するため,

開発に際し特に′ト形機ユーザーが不満とする原因を探求し,

そこから生まれるニーズを満たすことに留意した設計思想形

成の経緯について述べ,次にユーザーにおけるアプリケーシ

ョンの硯二状と動向を,次いでHITAC 8150の指向するシステ

ムにつき論及する｡

白 H‖‾AC8150の開発方針

HITAC8150の開発に当たっては,

(1)従来の小形機ユーザーの支持を得ること｡

(2)新規導入を計画するユーザーにも当初から満足を得られ

ることをまず念頭に置き,このため旧′ト形機ユーザーの不満

をも含めたニーズを調査し,HITAC8000シリーズの実績と

技術を中心に開発方針を寸封立した｡

2･1小形ヰ幾ユーザーのニーズと開発方針

従来の小形機ユ【サーのもつ不満を含めたニーズと,それ

に答えるための設計ニーズ,具体的なカー針を表1に示す｡

従来の小形機ユーザーの要望を換言すれば,それの能力不

足と制約のため,f計理化,省力化が期待どおりに行なうこと

ができなかった,ということに尽きる｡

この解決のためには,Powerfu11-Publicコンピュータであ

ることが第一一の要件であI),これを満たす具体的方針を設定

Lた｡

表1に示した具体的方針については,し-ずれレJ､形機界に

あっては他に先駆けて実用化に成功し,実効果を.Lげること

に寄与したものであるが,特に,簡易言語Hita｡hiEffectiv｡

Library for ProgrammingII(以下,HELPIIと略す)とアプ

リケーション パッケージの概要について述べ,本稿に対する

理解の一助とする｡

2.2 HEJPIIの概要

HELPIIは,プログラム作成に当たってだれでも速く行な

うことができ,簡単に帽正が可能で,テスト,デバッグ時間

などを短縮できることを目的として開発された簡易言語であ

岡野屋正男* 此lぶα｡0ん｡れ｡y｡

表l従来の小形機ユーザーからの要望とHITAC8t50の開発方針

HITAC 8150の設計ニーズ及び開発方針は,従来の小形機ユーザーのニーズ調

査に基づく ものである｡
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るが,これを主要言語としてCOBOLに先んじてリリーズし

た｡

従来,数多く作成されたプログラムを分析して暫さ理した約

束,すべてある特定の機能を組みfナわせたものであることが

分かったので,これらの機能を標準化しモジュmル化して簡

易言語としたものがHELPIIである｡

二の機能を一一般車務処理手順に治って,各モジュールの編

成を行ない,それに簡単な情報(パラメ椚タ)を与えて,･一連

の処理を実行させるようにしたものである｡

2.3 アプリケーション パッケージの概要

アプリケーション パ､ソケージはユーザMの早期さ藷人,早期

稼動を実耳と化し,しかも,システム開ヲ邑_丁数を低i成させるこ

とを目的と Lている｡‾更にシステム開発に当たって一一つの指

針を与えるものとLて,参考に供することも目的としている(〕
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図I H汀AC8ほ0アプリケーション パッケージの体系 本パッケ

ージは,ユーザー業務を数多く建設Lた経験に基づき作成Lた｡
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その構成は,

(1)システム概説i巧

(2)システム解説吉

(3)システム仕様書

(4)プログラム什様苫

(5)オペレーション仕様ミキ

(6)ソース,プログラム

以上から成っており,これが各某椎別,終業務別に照備さ

れ､ユーザーに提供されている(図1参照)｡

田 HITAC8150ユーザーの利用状況

3.1 開発方針に対しての利用状況

3.l.1 HEJPIIの利用状況

HITAC 8150におけるHELPII使用ユーザーは,調査250社

のうち仝ユーザーにわたっており,中でもメイン言卜治として

HELPIIを綾川しているユーザーは82%もあり,残りのユー

ザーはCOBOLをメインとしながら,サブr】小二HELPIIを利

用している｡

HELPII使用ユMサーと基本言語(アセンブラ COBOL)

使用ユーザー(以前の小形機ユーザ叩)を比較した結果は表2

に示すとおりであり,定量的にまとめると図2に示すような

効果が行られた｡

HELPIIを使絹したユーザーの評価を集計分頬すると,図

3に示すとおりである｡すなわち,HELPIIイ軒別二より,少

ない安土-iで短期間にシステム開発が可▲能となり,ユーザーよ

り拭い評価を得られた｡

3.l.2 アプリケーション パッケージの利用:状況

ユーーサーに提供されたアプリケーション パッケージの件数

は図4にホすとおりであるが,給与計算が克之も借用願度が高

く,経理業務がこれに次ぐ｡

これは,当初予測Lたとおり各業務のうち1E形化されやすい

濃務の順と言える｡

また,アプリケーション パッケージを使用してシステム開

発した場合と,使用しないで開発した場台､とについて余融業

を例にとり比較すると,図5に示すように二L数で60%,期ローり

では50%,人員についても40%の削さ成がそれぞれb†能となっ

た｡

3.2.ユーザー アプリケーションの実態

3.2.1情報化のステップ

介業における情報機械化の究栴の目標としては,総合経常

管f里システムの機不戒化にあると言えるが,そのためには,

(1)企業内のデータの蓄積

(2)止確で,しかも常に新しいデータの伝達

(3)管理基準の明確化

(4)企業全体の目標のLリ柑径化

の諜是亘を解決しなければならない｡この解決にはステップ

ごとの機械化によるレベルアップが必要である｡段階別の機

械化の考え方は表3に示すとおりである｡

第1段帽て､は言って見れば,ノ.†の機械化であり,節2f別皆

では線の機不戒化,第3段階では横糸を加えた面の機械化であ

ると言える｡

従来の小形機導入におし､ては,第1段階(単‥業務の個別機

1戒化)から着手するのが一般的であった｡しかし,HITAC8150

では,第2段階(単一業務の総合機械化)から導入着手されて

いる｡このことは,本システムが小形機ながら大形機並みの

諸件能を具備し､ユーザⅥの期待に答えていることを示して

いる｡
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表2 調査データ一覧表 業種弧HELPll使用ユーザーと基本言語使用ユーザーの,システム建設から本番

稼動までの比較を示す｡

簡易言語(HELPlI)イ吏用ユーザーの場合 基本言語(アセンプーラ COBOL)イ重用ユーザーの場合
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図2 調査データに基づく比重交図 HE+PII使用の有利性を示す｡
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図3 HELPIIを使用Lたユーザーの評価分類 多方面にわたる

HEJPIIの利用効果を示す｡
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ケ
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図4 アプリケーション パッケージ利用:状況 流通業の利用が特に

多いが,平均Lて-ユーザー,一業務に利用されている｡



アプリケーションパッケージ使用ユーザー 比較項目

1･6人一計骨
要員

3･3個月 守男守男 芸器芸

6人月
鱒

二 数

輔

注:開発科目:定期預金,定期積金､日計表,融資三村臥出資金
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従 来 の シ ス テ ム 開 発

骨骨囁2･8人

守男胃管胃管声6･4個月
州 側

冊!冊

図5 金融磯関におけるアプリケーションパッケージ利用顧客と利用しない顧客の一科目当た

りの上ヒ車交 アプリケーション利用の有利性を示す｡

表3
一般的情報化のステップ

単一業務から総合化への発展過程を示す｡

18人月

従 来 の 小 形 横 汎 用 コ ン ピ ュ
ー タ

機械化 段階 A B C D

機械化の 特長 単一業務の個別機械化 単一業務の総合機械化 関連業務の総合横械化 総合経営管理の横械化

データ(ファイル)レ付レ 実績データの蓄積 基準値ファイルの整備,設定 精 度 向 上 データベース確立

具

体

例

製

造

注 文 伝 票 生産計画一在庫計算一発注一納入検収

→買掛計算→各種統計

受 迂 在 庫

J

発 伝

+

集 計

l;≡:≡)l利益管理 原価計算

ご土

/ノル

通

受 注

J

受注→発伝一日報一請求書→残高表

一入金処理--ナ月報->各種統計

春庫

販 売 一
任入

発 伝

+

集 計
＼経理七 :…I

金

融

元帳記帳

1
↓

日計表

新規伝票一残高管理一利息計算一

満期管理一実績統計一顧客別管理

預金 顧客審査

･貸付

本部業務 l実績管理

3.2.2 有効活用のための条件

HITAC 8150の能力を十分にノ打効?舌用するためには,次の

諸条件を満たすことが肝要である｡

(1)企業首脳部のコンピュータへの理解が深いこと｡

企業首脳部の責任は,機種の決定で終わることなく,や人

後の稼動状況についても常に指針を与え,問題止を把促し評

価を行なう必要があり,これが有効活用の第1条件である〔)

(2)コンピュータ室の責任者は,社内の実力者であること｡

機械化に際しては,コンピュータ室の責任者(実i長,又は電

-r･計算機課課長)の指導九
統率力に負うところが多く,その

人を得た場イナには,社内の接捗,機械化の進二捗管理などがス

ム∽ズに行なわれている｡

(3)機械化の目標を明確にし,ねらいを絞ること｡

成功させるために機械化の目標を明確にするとともに,第

･一次業務におけるねらいを絞って,1段階ずつ着実にスケジ

ュⅥルをもって†実現していく｡

(4)機械化と併行して,事務の標準化を進めること｡

新帝手続の標準化,及びマニュアル化がl司られ,社内体制

の雪訓告享を行な一〕た場でナ

以上,HITAC8150ユーザーグトー般的な状況について述べ

たが,次に各業種別の利川状況についてを詳細に述べる(+

El;充通業における利用状況

4.1業務別対象菓務分析

流通業における対象業務は図6に示すとおりであるが,ま

さに前述した情報化ステップの第2f別辞の機械化より着手L

ており対象業務についてみると,流通業にとI)姫も中心とな

る販売管理の一貫処理を行なっているユーザーは,その81%

に達する｡

次いで,仕人管理業務,給与計算,在庫管理,経理業務､

その他と続いている｡

また経理業務は,第1ステップよりは第2ステップの対象

業務としており,まさに第3段階の総合事務処理を目指して

いるためと言える｡
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図6 流通業におけるアプリケーション調査

サーの対象業務を調査L,業務別の適用状況を示す｡
)充適業におけるユー

4.2 ヰ幾械化の具体例

流通業では,その販売する物,販売先,その業界特有の環

境条件などによって,システムr勺呑も人きく変わる‥

4･2･1生鮮食料品卸売市場におけるコンピュータ導入の背景

生鮮食料品卸売市場では,その中枢的機能,迅速と適正な

恥フl,数多い取引先などの条件による事務処理上二の問題ノ∴(か･

多く,第1段階の機械化程度ではメリットがなく,やむを柑

ず人手に栢ってし､た｡,

しかし,近年に至り農業協同組合の大形化,大形スーパー

マーケットの台頭といった_牛産,消費両面の変化が進み,卸

売業界としても体質の改善を迫られている｡その問題ノ丈とLて,

(1)消費構造の変化による商品の多様化(冷凍食品などの巾硯),

高級化による数‾Fにも上る取扱品目数とその在庫管理

(2)労働力不足と人件費の__l二昇

(3)迅速性を要求される広軌 交錯する輸送網の問題

などがあり,従来の人手による日常処理は内雉になっている｢)

従って,

(1)仕切吉,請求書といった日常業務の省力化と,人的資源

の有効活用

(2)処理の迅速化と+1三確化

(3)取引(売渡票)から貸借対照表(B/S),損益計算書(P/L)

までの-一貫処理

(4)取扱商品の多様化に対処する体質改善

(5)効果的な在樟管理

(6)経営の体質改善

といった効果をねらって,HITAC8150による節2段階か

らの事務処理の一貫機械化が必要となる｡.

4.2.2 機械化の概要

水産生鮮食料品卸売市場における業布範軸を図7に示す｡

本システムは,インプットにマーク カードを使用して,第2

段ド皆の業務が行なわれている｡

日 製造業における利用状況

5･1業務別対象業務分析

HITAC8150の製造業ユーザーについて,対象業務を第一

10

仕切システム ーーー◆在庫管理システム

ーr l

荷主餌システム◆一送金,買掛管理
シ ス テ ム

請求売掛管理

システム

+｢-+

統計システム

経理システム

得意先管理

シ ス テ ム

損益管理

システム

+
図了 卸売市場の機械化業務範囲 卸売市場におけるシステム相互間

の流れを示す｡

次,第∴次計画に分けて調査した結果を図8に示す｡Lかし,

同じ聖望造某といっても販売管理を指向する装置工業的業種(食

品､化苧,鉄鋼など),生席管理指向の加工組立工業(機械,

7琵機など)のように,業種により管群の重一郎二大きな差異が見

られる｡

また､HITAC8150j#人に当たっては,単一一業務の機械化

ではなく,全体システムとして管理面を取り⊥二げ,一一貫処理

システムを各業椎についても指I｢IJしていると言える｡すなわ

ち∴表3にホLた第2段旧からの着手を目標としている(〕

5.2 機械化の具体例

二こでは､組_､土工業における機械製造業の七躇管理システ

ムの事例につし､て述べる｡

5･2･l加工組立工業におけるコンピュータ導入の背景

近年緯析の急激な成長に伴い,企業の抱えている問題､及

び1十業特性として,

(
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､昏′

叛売管理

在庫管理】攣与詳撃
購責褒艶葡萄管理 エ選管理 葦折衝

図8 製造業におけるアプリケーション調査 製造業におけるユ_

サーの対象業務を調査L,業務別の適用状況を示す｡
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仙…ll11LllllllllllLlll川Il‖川1111Llll川

受注システム

1
製品在庫システム

組立システム

生産管理システム

｢‾‾‾

設計原価システム

l
部品表システム

l
部品展観システム

l作業量計画システムl
+_

｢‾
l

L_

‾‾‾‾‾｢

日程管理システム l

__+

資材システム 機械加エシステム 部品在庫システム

｢‾‾‥‾‾‾‾‾‾‾｢

l NCシステム l

+________+

進行管理システム

出荷システム

注:第一次業務として実施したシステムは

…･･…･･･11l･はフィードバックルーチンを示す0

｢-‾‾‾‾‾‾‾｢

l 原価システム l

し-________+

検査システム 情報業績システム

とし,一部未完成なシステムは匡≡ヨで表わし,[=コは未着手で第二次対象業務を

図9 製造業におけるシステム関連区】 製造業におけるシステム相互間の流れを示す｡

(1)企業特竹三

(a)製品の多様化と多種少量生産方式への変化

(b)納期触縮に対する要望の増大

(C)品質の均･一化と向上,更にコスト ダウンの要求

(d)生産,ホ三庫,一旦反売別における機動化の必要性

(e)組織の拡大と機能の分散化傾｢ごり

(2)現状の問題点

(a)経常資料がi昼い｡

(b)生産計ド叫樹立に時間がかかる｡

(C)二｢程逝こ捗ニl大沢,負荷状況などの状況把握が難しい｡

(d)工程能力,標準時間などの恭準値が晴印されていない｡

(e)計画と′実施の差異分析ができない｡

(f)在韓状況が管理面に反映されてない｡

などの諸点を考え合わせ,解決の手段としてコンピュータ

が有用な道具として注目されている｡や入の目的は､企業体

門の｢rり上を回ることであり,これをなし遂げるためには企業

の効率的な運営管理を図り,経営者自らが実態を把握する必

要がある｡

5.2.2 寸幾械化の概要

機械化の目的として,

(a)部品表の一元管王引こよる手配作業の精度向上

(b)部品展開,所要量算出作業の省力化

(c)在庫二状況の正確な把握による棚卸資産の縮i成

(d)社内加工,外注加｢Lの進手か状況､部品納入二状況のタイ

ムリーな把握による生産ロスの削i成

(e)生産過程で発生する多量の生産データの迅速な処理,

及び異骨+犬況の検Jl一与

(f)製造原価における管理コストの削減を第一のねらいと

し,図9に示す捻子ナシステムを構築している｡

このシステムでは,管王堅の主体を計画重視のシステム形態

においておr),各のシステムの相互関連は図9に示すとおり

である｡

更に特筆すべきことは,NC(NumericalControl)加工の

自動プログラミング システムを開発し実用化を行なっており,

これを更にGT(Group Technology)による加工方式にまで

及ぼしていくよう指向し,進めていることである｡

また原価システムは,現在製作番号別の費用集計まで原価

管理システムを第二次業務としている｡

l司 金融機関における利用状況

6.1対象業務分析

この業界における業務は,官庁,上部団体グ)指き尊により歴

史的に体系化され,ユMザ一間の差異は少なく,管理レベル

で違いをF-1iすのが特徴である｡

業務としては預金(普通,定期,定期楷金,通知,積立二定期,

総合口座),貸付(手形貸付,証書貸付,割引手形),本部(日

計,給与,出資,減価イ貰却)である〔)このほかに､ユーザーに

より地区管理などのサブ システムがある｡ユーザーの稼動対

象業務を図10に示す｡

前述したように,業務が体系化されているので相互銀行,

信用金J幸,イ言用組(ナを対象として図1に示すようにアプリケー

ション パッケージを開発し､効果を_Lげた｡

6.2 寸幾械化の具体例

この業界はユーザーにより管理レベルの目標に違いがある

のは二大の理由による｡

(1)営業地域の特色……

(2)他金融機関との1競合

郡市商業地,住宅地,農村地帯

‥･･瑠β市銀行,地方銀行,同業,農

業協同組合

(3)資金コスト低i成方策……貸出金より,自動継続預金

(4)取引先管理…‥

(5)得意先係管王翌‥

(6)対外提出資料･･

上記理由を中心と

全取引先,債務者のみ,軒先

‥･実績評価導入

…業績報告,預金貸付実績

し,具体例を次に述べる｡

6.2.1金融機関におけるコンピュータの背景

この業界では,近年の金融政策の急激な変更,

関の大衆化路線実施とオンライン化,資金コス

大手金融機

卜上昇,人手

/

_11
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図柑 金融機関におけるアプリケーション調査 金融機関に右ける

対象業務を調査L,業務別の適用状況を示す｢▲

不足,事務処理量の激増,及び新種預金出現による巾荷役権

化に対処しなければならなかったこつ 従って.諸問題解決の手

段としてコンピュータの導入は11小規格き金融機関においても

不可欠であり第2段怖からの導入が通例である｡.

現状の問題点とLて次のJ白目が挙げられる｡

(1)J‾】末から月初めに大量のデータ集中があり,しかも知期

悶=二統計資料作成までの処理を終わることが必壬よ!主であるJ:

(2)金利変更に対応した事務方式変史が頻繁に発生し,人手

による事務処理は賛臣しい｡

(3)人件費高騰,採用難で現状人員で抑えたい｡

(4)取引先サービスをいっそう進めたい｡

(5)タイムリーな統計資料の作成とフィードバ､ソクこつ

(6)経営方針決定のための資料が欲しい｡

などの問題があり,この解i央と他金融機関に先んじるたれ

そ 活動の指針-として,経営者,拙当老に必要な資料を

提供できるようにコンビュ【タの有効利用をr潔ト〕ている｡

6.2.2 機二械化の概要

対象業務間の関連は図11にホすとおりであるくっ

上記システムは,コンピュータ導入の目的として,

け)第一次業務で大量デmタ処理をコンピュータ化し,営業

店事務の軽i成と,管理資料作成の省力化を行なう√)

(2)第二次業務で.本部業務コンピュータ化による省力化と

名寄せシステム実現による預金,貸付,各システム?連結に

より,取引先状況を把j屋する｡

(3)第土工次業務により,予算統制を行ない,臼標管理の仝J㌔了

推進を明確とする｡

すなわち,各ステップを実施することによl),

(1)営業店,本部の事務コンピュータ処理の完成

(2)貸付稟議資料作成の自動化,取引先状況の判断

(3)目標意識の徹底

を着実に実施しつつある｡

8 山TAC8ほ0の今後の動向

以上,HITAC飢50ユーザーのアプリケーション動向を中

心とLて,その間発万金十と現状について述べたが,本システ

ムの広範囲にわたる適応惟,データ量に対する吸収能力など､

12

顧客登鐘システム

‡
預金システム

‡
貸付システム

委託業務データ

授受システム

予算統制システム

本部業務システム

名寄せシステム

注: は第一次業務

⊂コは第二次業務

⊂コは計画中

図Il金融機関におけるシステム関連図 金融機関におけるシステム

相互間の涜れを示す｡

Powerfull-Publicコンピュータとしての評価は･卜分に柑てい

る.⊃

今後,HITAC 8150♂)課題は,企業の情報化のステップに

でナわせて,音字自勺変化と量的変化に対応Lていかなければなら

ない｢_

具体即]には,

(1)バッチ処王空から,オンライン処理へ

外部環境の要求より処理サイ.クルが短互縮され,その結果必

然的にバッチ処理からオンライン処理へ移行するユーザ【の

要求,例えば,端末の多様性と回線方式の簡略化をi満たし,

更にリアルタイム処軍旦だけでなく,リモート バッチ方式の利

用に対するアプリケMションの充実を図る｡

(2)入力媒体の多様化

(3)ファイルの統合と利用技術

情報化のステ､ソプが進むにつれて,各ファイル間の重複デー

タの統f卜と有効活用が必要となり,フ7,イル編集のための技

術とソフトウエアを完備する【⊃

(4)アプリケーション事例の充実

まだ単一一業務の個別機不戒化にとどまっているこれからの導

入ユーザ【に対しては,具体的な機1城化の指針としてのアプ

リケーション事例の充実を図るr〕

以_トニの.-∴Ⅰ二については,現存既に満干したものや,継続中の

ものもあるが,今後もユーザーの要求を十分に取l)入れて､

より良いものを作るべく努力していきたいと考える二大第であ

る｡

【司 結 言

以_L,開発過程,代表的アプリケーションにつき述べたが,

ニのほかHITAC 8150は,地方公共団体,農業協I司組合,学

手交,各種団体など,各業種にわたって利用されており,現在

もなお多数の引合を得ているこ状況にある｡

今後も,ユーザーの業務内客発展にイ半うニーズに答えるた

め,終種機能の開発と充実を図l),その期待に沿うよう努力

を続けてし-く考えであり,いっそうの助言を念願したい｡

本稿の執筆に当たり,実例の掲載について子卸快諾をしゝただ

いたユーザー各位に対し,厚く謝意を表わす次第である｡




